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あがつま
年間聖句

『兄弟たち。あなたがたは、自由を与えられる

ために召されたのです。ただ、その自由を肉の

働く機会としないで、愛をもって互いに仕えなさい。』

（ガラテヤの信徒への手紙５章１３節）

♪

賛

美

歌

を

歌

お

う

⑬

『
あ

あ

主

は

誰

が

た

め

』

（
讃

美

歌

第

１

３

８

番

）

ア

イ

ザ

ッ

ク

・

ウ

ォ

ッ

ツ

（1674-1748

）

に

よ

る

レ

ン

ト

の

賛

美

歌

で

す

。

〝
イ

ギ

リ

ス

賛

美

歌

の

父

″

と

も

呼

ば

れ

る

ウ

ォ

ッ

ツ

の

賛

美

歌

は

、

海

を

渡

っ
た

ア

メ

リ

カ

大

陸

に

お

い

て

も

多

く

の

キ

リ

ス

ト

者

に

愛

唱

さ

れ

ま

す

。

『
ア

ン

ク

ル

・

ト

ム

の

小

屋

』

の

作

者

で

あ

る

ス

ト

ウ

夫

人

の
弟

で

、

大

説

教

者

で

あ

っ
た

ヘ

ン

リ

ー

・
ウ

ォ

ー

ド

は

『
英

語

を

話

す

プ

ロ

テ

ス

タ

ン

ト

信

者

の
多

く

は

、

ヨ

ハ
ネ

黙

示

録

よ

り

ウ

ォ

ッ

ツ

の

詞

に

よ

っ

て

天

国

を

イ

メ

ー

ジ

し

て

い

る

』

と

言

う

言

葉

を

残

し

て

い

ま

す

。

ウ

ォ

ッ

ツ

の

賛

美

歌

は

、

ア

メ

リ

カ

を

経

由

し

て

日

本

に

伝

わ

り

、

讃

美

歌

（54

年

版

）

に

は

十

七

曲

、

讃

美

歌

21
に

お

い

て

も

八

曲

の

ウ

ォ

ッ

ツ

の

賛

美

歌

が

収

録

さ

れ

広

く

愛

唱

さ

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

中

に

あ

っ

て

『
あ

あ

主

は

誰

が

た

め

』

は

日

本

語

の

訳

詞

が

芸

術

的

で

す

ら

あ

り

ま

す

。

５
節

の
歌

詞

【
涙

も

め

ぐ

み

に

報

い
が

た

し

、

こ

の
身

を

さ

さ

ぐ

る

ほ

か

は

あ

ら

じ

】

は

原

詩

で

は

、

【
悔

い

改

め

の

涙

も

、

つ
ぐ

な

う

こ

と

は

で

き

な

い

、

私

が

負

っ
て

い

る

愛

の
負

い

目

を

。
今

、

主

よ

、

私

は

私

自

身

を

投

げ

捨

て

ま

す

。

そ

れ

が

私

に

で

き

る

す

べ

て

で

す

】

（
川

端

順

四

郎

に

よ

る

直

訳

）
と

な

っ
て

お

り

、

大

胆

な

意

訳

が

な

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

り

ま

す

。

こ

の

素

晴

ら

し

い

賛

美

歌

を

、

こ

の

美

し

い

訳

詞

で

味

わ

え

る

こ

と

の

幸

せ

を

思

わ

ず

に

は

い

ら

れ

ま

せ

ん

。

（
稲

垣

真

実

）


